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◆◆◆◆    小麦小麦小麦小麦        融雪促進、融雪促進、融雪促進、融雪促進、ほ場の点検・ほ場の点検・ほ場の点検・ほ場の点検・補修（排水対策の見直し）を行いましょう。補修（排水対策の見直し）を行いましょう。補修（排水対策の見直し）を行いましょう。補修（排水対策の見直し）を行いましょう。    

麦踏み、融雪期追麦踏み、融雪期追麦踏み、融雪期追麦踏み、融雪期追肥は茎立ち前までに実施しましょう。肥は茎立ち前までに実施しましょう。肥は茎立ち前までに実施しましょう。肥は茎立ち前までに実施しましょう。    

 

小麦小麦小麦小麦    
１ 融雪促進 

  今冬は平年に比べ根雪期間が長めで、3 月中旬以降も積雪がみられ、雪腐病の発生が心配されます。

例年よりも雪解けが遅れているところでは融雪剤（炭化鶏糞、もみがらくん炭、黒土、てんろ石灰等）

を散布し、融雪促進を図りましょう。融雪剤の散布により、雪解けが概ね 5～10 日早まることが期待さ

れます。 

 

２ 排水対策 

 排水溝が崩れたり、途中にゴミが詰まっていないか点検し、確実に排水できるよう補修しましょう。 

 例年、隣接する水田からの流入水等の影響で生育の悪いほ場が散見されます。畦畔を整備するととも

に、茎立ち前に、ほ場内排水溝を設置しておきましょう。 

 

３ 麦踏み 

 越冬前の生育が旺盛な場合、生育を均一にし、耐倒伏性を高める効果もあるので、鎮圧ローラーやタ

イヤなどを用いて麦踏みを行いましょう。麦踏みは、消雪後の茎立ち前、圃場が乾いているときに行い

ます。排水不良の圃場や土壌水分が極端に高い場合は、土壌が固結し根の発育障害がみられるなど、か

えって圃場を荒らすこともあるので無理な実施は避けます。  

 

４ 融雪期追肥 

 融雪期追肥は、生育量を確認し、下記の表を参考に茎立ち前までに行いましょう。縞萎縮病や白鳥に

よる食害を受けた場合にも、融雪期追肥が有効です。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

５ 除草 

 圃場をよく観察し、雑草が生えそろって小さいうちに早めに茎葉処理除草剤を散布しましょう。除草

剤は、ラベルをよく読んで使用しましょう。 

 

６ ムギ類萎縮病、コムギ縞萎縮病について 

 どちらの病気も土壌伝染性のウイルスが原因です。名前のとおり株が萎縮し、黄緑色のかすり状の斑

点・モザイク症状を示します。特にナンブコムギでは多発圃場が年々増加しており、今年も被害が大き

くなることが予想されます。萎縮病の症状が見られた場合は、追肥で被害を軽減しましょう。 

表１ 生育量に基づく融雪期窒素追肥の目安 
品種名 診断内容 融雪期窒素追肥の対応

越冬後株数 75～120株/㎡

（茎数 400～1000本/㎡程度）

越冬後株数 120株/㎡以上

（茎数 約1000本/㎡以上）

越冬後茎数 1400本/㎡未満 4kg/10a追肥

越冬後茎数 1400～1900本/㎡ 2kg/10a追肥

越冬後茎数 1900本/㎡以上 追肥しない

2kg/10a追肥

追肥しない

ナンブコムギ

ゆきちから

Z751720
新規記事用免責注意事項



 

 

 

 

 

 

 

次号は 4月 24 日（木）発行の予定です。気象や作物の生育状況により号外を発行することがあります。 

発行時点での最新情報に基づき作成しております。発行日を確認のうえ、必ず最新情報をご利用下さい。 

中央農業改良普及センター県域普及グループは、現地農業改良普及センターを通じて先進農業者に対す

る支援活動を展開しています。 


